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“ ガリラヤ ” を抜きにしては 
イエスもキリスト教もない！

イエスが生まれ育ち、民と共に暮らし、「神の国運動」の場となった「ガリラヤ」、その地に焦点を当てて聖書
を捉え直す渾身の「キリスト教解体新書」。〈歴史のイエス〉と〈信仰のキリスト〉との間にある乖離を明示し
てキリスト教最大の問題を乗り越え、イエスの生き方の核心を示す「いのちの尊厳と人権の回復」に肉薄する。

　イエスの眼差しは、社会的・政治的・宗教的な権力支配の構造悪によって棄
き

民
みん

化
か

され、難民化される人々に向けられました。そして
ガリラヤの人々の願いや抵抗の生き方は、神を信頼し自立的に生きる者の「弱者の武器」を用いる「非暴力」によるものでした。人々
はイエスの福音を受け継ぎ、何事も「あきらめず」に希望を持って生きるように促されたのではないでしょうか。（本文より）

ガリラヤに生きたイエス
山口雅弘［著］ （日本キリスト教団 引退牧師）

いのちの尊厳と人権の回復

076

著者略歴：山口雅弘（やまぐち・まさひろ）　1948 年札幌に生まれる。日本聖書神学校卒業。以後、日本キリスト教団諸教会の牧師を歴任。アメリカ・ケンブリッジ Episcopal 
Divinity School に留学（神学修士号取得）。単位互換制度によりハーバード大学神学校で学び、米国長老派研修施設（ニューヨーク）常駐神学教師、並びに諸教会の協力牧師。日本聖書
神学校講師（新約学）。現在、日本キリスト教団引退牧師。著書：『イエス誕生の夜明け：ガリラヤの歴史と人々』、『よくわかる新約聖書の世界と歴史』（以上日本キリスト教団出版局）、『イ
エスの道につながって：教会暦による随想とメッセージ』（新教出版社）。編・著書：『聖餐の豊かさを求めて』（新教出版社）。翻訳書：M. ヘンゲル著『イエスは革命家であったか』（共訳、
新教出版社）、L. ウイリアムソン著『現代聖書注解―マルコによる福音書』、P. パーキンス著『現代聖書注解―ペトロの手紙 1・2、ヤコブの手紙、ユダの手紙』（以上日本キリスト教団
出版局）、M. ディベリウス著、H. コンツェルマン改訂増補『牧会書簡注解―第 1･ 第 2 テモテ書、テトス書』（教文館）。
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